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命
化
な
ど
長
期
的
視
点
で
の
老
朽
化
対

策
の
財
源
に
変
わ
っ
て
い
く
と
考
え
る
。

二
　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
つ
い
て

問　
制
度
導
入
に
よ
り
、
行
政
サ
ー
ビ

ス
の
受
給
状
況
が
把
握
し
や
す
く
な
り
、

行
政
の
効
率
化
が
図
ら
れ
、
職
員
の
削

減
に
つ
な
が
る
と
思
う
が
ど
う
か
。

答
　
他
の
行
政
機
関
が
保
有
す
る
情
報

の
照
会
に
関
す
る
事
務
に
つ
い
て
は
、

効
率
的
に
行
え
る
よ
う
に
な
る
と
思
う

が
、
職
員
削
減
が
可
能
に
な
る
ほ
ど
の

効
果
は
な
い
と
考
え
る
。

三
　
救
急
車
の
出
動
基
準
等
に
つ
い
て

問　
出
動
す
る
基
準
は
ど
の
よ
う
か
。

答
　
市
町
村
の
消
防
機
関
が
行
う
救
急

業
務
は
、
消
防
法
、
救
急
業
務
実
施
基

準
な
ど
で
定
め
ら
れ
て
お
り
、
同
基
準

町
村
が
行
う
総
合
事
業
に
移
行
す
る
が
、

本
市
の
対
応
は
ど
の
よ
う
か
。

答
　
サ
ー
ビ
ス
が
円
滑
に
移
行
で
き
る

よ
う
準
備
を
し
、
遅
く
と
も
平
成
28
年

４
月
ま
で
に
事
業
を
開
始
し
た
い
。

問　
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
待
機
者
が

平
成
26
年
10
月
に
９
８
４
人
い
た
が
、

増
設
の
計
画
は
ど
の
よ
う
か
。

答
　
待
機
者
の
状
況
を
把
握
し
、
今
後

の
動
向
を
見
な
が
ら
地
域
密
着
型
の
施

設
な
ど
を
整
備
し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

三
　
窓
口
業
務
に
お
け
る
本
人
確
認
に

つ
い
て

問　
高
齢
者
を
狙
う
詐
欺
が
多
発
し
て

い
る
が
、
委
任
状
に
よ
る
住
民
票
な
ど

の
不
正
取
得
へ
の
対
応
は
ど
の
よ
う
か
。

答
　
委
任
の
事
実
が
疑
わ
し
い
場
合
は
、

請
求
者
が
代
理
人
で
あ
る
確
約
書
類
を

提
出
さ
せ
、
電
話
な
ど
に
よ
り
委
任
の

事
実
を
確
認
す
る
。
こ
れ
に
応
じ
な
い

場
合
は
交
付
を
拒
否
し
て
い
る
。

委
託
し
て
い
る
夜
間
の
施
設
管
理
な
ど

を
利
用
者
の
自
主
管
理
と
し
、
コ
ス
ト

削
減
を
図
る
こ
と
を
提
案
し
た
。
こ
れ

ら
の
実
証
実
験
の
考
え
は
ど
う
か
。

答
　
あ
ら
ゆ
る
こ
と
を
検
討
し
、
で
き

る
だ
け
多
く
の
実
証
実
験
を
し
た
後
、

使
用
料
見
直
し
作
業
を
実
施
し
た
い
。

意
見　
市
民
は
、
公
共
施
設
と
い
う
サ

ー
ビ
ス
の
消
費
者
で
あ
る
と
と
も
に
、

所
有
者
で
も
あ
る
。
二
つ
の
実
証
実
験

　
無
　
所
　
属
　
　
折
口
　
隆
二
郎

一
　
市
債
に
つ
い
て

問　
平
成
27
年
度
当
初
予
算
で
の
市
債

発
行
額
は
、
26
年
度
に
比
べ
約
10
億
円

増
え
て
い
る
が
、
今
後
の
財
政
運
営
は

ど
の
よ
う
か
。
ま
た
、
新
た
な
公
共
施

設
整
備
が
減
る
中
、
発
行
目
的
も
変
わ

っ
て
く
る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答
　
27
年
度
は
建
設
事
業
費
な
ど
の
増

加
に
よ
り
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
バ
ラ
ン
ス
が

赤
字
と
な
っ
た
が
、
執
行
段
階
で
発
行

額
の
抑
制
に
努
め
、
決
算
で
は
黒
字
を

維
持
し
た
い
。
今
後
も
、
プ
ラ
イ
マ
リ

ー
バ
ラ
ン
ス
を
意
識
し
健
全
な
財
政
運

営
に
努
め
て
い
く
。
ま
た
、
道
路
な
ど

を
新
設
す
る
事
業
費
の
財
源
と
し
て
市

債
を
発
行
し
て
き
た
が
、
施
設
の
長
寿

　
日
本
共
産
党
　
　
　
佐
藤
　
文
昭

一
　
子
育
て
支
援
施
策
に
つ
い
て

問　
本
市
の
小
児
医
療
費
助
成
は
、
10

歳
ま
で
が
対
象
に
な
っ
て
い
る
。
国
の

地
域
住
民
生
活
等
緊
急
支
援
交
付
金
の

活
用
に
よ
り
拡
充
し
て
は
ど
う
か
。

答
　
交
付
金
は
、
出
産
後
の
負
担
軽
減

の
た
め
、
子
育
て
応
援
出
産
支
援
金
に

活
用
す
る
。
小
児
医
療
費
助
成
拡
充
は
、

時
間
を
か
け
ず
に
結
論
を
出
し
た
い
。

問　
待
機
児
童
が
非
常
に
増
加
し
て
い

る
が
、
待
機
児
童
ゼ
ロ
対
策
は
ど
う
か
。

答
　
渋
沢
保
育
園
移
転
後
の
園
舎
に
民

間
保
育
所
を
開
設
し
、
解
消
に
努
め
る
。

二
　
高
齢
介
護
施
策
に
つ
い
て

問　
要
支
援
１
・
２
を
対
象
と
し
た
介

護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
一
部
が
、
今
後
市

　
無
　
所
　
属
　
　
　
吉
村
　
慶
一

一
　
公
共
施
設
の
利
用
者
負
担
に
つ
い

て問　
公
民
館
な
ど
の
公
共
施
設
の
使
用

料
を
、
最
大
で
２
・
５
倍
に
し
た
い
と

い
う
方
針
を
打
ち
出
し
て
以
来
、
こ
の

問
題
は
市
民
の
大
き
な
関
心
事
に
な
っ

て
い
る
。
平
成
27
年
３
月
定
例
会
で
、

値
上
げ
前
に
、
夕
方
の
空
き
時
間
を
塾

な
ど
に
賃
借
す
る
収
益
事
業
や
、
外
部

で
は
、
救
急
車
の
要
請
が
あ
っ
た
場
合

は
、
原
則
出
動
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
定
め
ら
れ
て
い
る
た
め
、
本
市
で
も

要
請
が
あ
れ
ば
す
べ
て
出
動
し
て
い
る
。

は
、
公
共
施
設
の
所
有
者
意
識
と
主
権

者
意
識
の
醸
成
に
つ
な
が
る
。

二
　
パ
チ
ン
コ
店
出
店
・
日
産
車
体
社

宅
跡
地
・
風
の
道
構
想
に
つ
い
て

問　
若
年
夫
婦
と
子
育
て
世
帯
を
対
象

と
し
た
市
営
の
定
住
化
促
進
住
宅
を
整

備
す
る
た
め
、
市
は
、
水
無
川
風
の
道

構
想
の
対
象
地
区
で
あ
る
日
産
車
体
社

宅
跡
地
を
約
3
億
円
で
購
入
し
た
。
居

住
環
境
も
良
い
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
が
、

現
在
２
０
０
メ
ー
ト
ル
上
流
に
パ
チ
ン

コ
店
が
建
設
中
で
あ
る
。
市
は
こ
の
情

報
を
土
地
購
入
の
意
思
決
定
前
に
得
て

い
た
よ
う
だ
が
、
ど
う
扱
っ
た
の
か
。

答
　
影
響
は
な
い
と
考
え
て
お
り
、
会

議
な
ど
で
言
及
す
る
者
も
い
な
か
っ
た
。

意
見　
こ
の
情
報
を
得
て
い
れ
ば
購
入

に
反
対
し
た
議
員
が
多
か
っ
た
と
思
う
。

命
名
価
格
の
設
定
根
拠
な
ど
、
導
入
に

当
た
り
課
題
や
条
件
整
理
を
進
め
、
実

施
に
向
け
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

要
望　
将
来
、
本
市
も
財
政
的
に
厳
し

く
な
る
こ
と
は
理
解
し
て
い
る
が
、
市

民
に
負
担
を
お
願
い
す
る
の
で
あ
れ
ば
、

ま
ず
は
行
政
と
し
て
計
画
し
た
実
行
プ

ラ
ン
を
全
力
で
実
施
す
べ
き
で
あ
る
。

特
に
、
伊
勢
原
市
や
平
塚
市
で
は
既
に

野
球
場
の
み
な
ら
ず
、
公
園
や
体
育
館

で
も
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
が
実
施
さ
れ

て
い
る
。
本
市
で
も
早
期
に
実
施
し
て

ほ
し
い
。

市
街
地
の
再
開
発
事
業
に
近
い
形
で
、

有
効
活
用
し
て
も
ら
い
た
い
。

二
　
法
定
外
公
共
物
に
つ
い
て

問　
平
成
27
年
３
月
定
例
会
で
質
問
を

し
た
、
赤
道
処
理
の
問
題
に
対
す
る
本

市
の
検
討
状
況
は
ど
の
よ
う
か
。

答
　
全
庁
的
な
検
討
を
進
め
る
た
め
、

検
討
会
・
作
業
部
会
を
設
置
し
、
協
議

を
行
っ
て
い
る
。
取
り
扱
い
方
針
を
早

期
に
策
定
し
、
着
実
に
進
め
た
い
。

要
望　
赤
道
処
理
に
は
、
赤
道
の
管
理

体
制
と
そ
の
処
理
を
ど
う
す
る
か
と
い

う
、
二
つ
の
問
題
が
あ
る
た
め
、
区
分

し
て
早
急
な
解
決
を
図
っ
て
ほ
し
い
。

　
民
　
政
　
会
　
　
　
八
尋
　
伸
二

一
　
公
共
施
設
の
利
用
者
負
担
の
適
正

化
に
つ
い
て

問　
超
少
子
高
齢
社
会
の
到
来
に
よ
り
、

生
産
年
齢
人
口
が
減
少
し
、
税
収
も
減

る
一
方
で
、
高
齢
者
に
対
す
る
介
護
費

用
な
ど
の
扶
助
費
は
年
々
増
加
傾
向
に

あ
る
。
そ
の
対
策
と
し
て
「
公
共
施
設

再
配
置
計
画
」
が
ス
タ
ー
ト
し
、
本
市

の
施
策
は
全
国
的
に
も
注
目
さ
れ
て
い

る
。
平
成
26
年
度
に
は
「
公
共
施
設
の

利
用
者
負
担
の
適
正
化
に
関
す
る
方

針
」
が
策
定
さ
れ
た
が
、
市
民
の
理
解

度
は
ど
の
程
度
か
。

答
　
理
解
度
を
把
握
す
る
た
め
の
調
査

な
ど
は
実
施
し
て
い
な
い
。

問　
「
公
共
施
設
再
配
置
計
画
」
に
は
、

公
共
施
設
の
ス
ポ
ン
サ
ー
制
や
ネ
ー
ミ

ン
グ
ラ
イ
ツ
な
ど
を
実
施
す
る
実
行
プ

ラ
ン
が
含
ま
れ
て
い
る
が
、
現
在
の
状

況
は
ど
の
よ
う
か
。

答
　
現
在
、
本
市
で
は
、
ス
ポ
ン
サ
ー

制
や
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
を
導
入
し
て

い
る
公
共
施
設
は
な
い
。
ネ
ー
ミ
ン
グ

ラ
イ
ツ
に
つ
い
て
は
、
先
進
自
治
体
の

　
緑
水
ク
ラ
ブ
　
　
　
込
山
　
弘
行

一
　
ま
ち
づ
く
り
の
あ
り
方
に
つ
い
て

問　
電
線
類
の
地
中
化
・
無
電
柱
化
は
、

国
・
県
に
お
い
て
は
既
に
基
本
方
針
に

な
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
国
庫
補
助

制
度
が
創
設
さ
れ
た
場
合
に
備
え
、
他

に
先
ん
じ
て
計
画
を
策
定
し
て
お
く
必

要
が
あ
る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答
　
景
観
・
バ
リ
ア
フ
リ
ー
・
防
災
上

の
観
点
か
ら
必
要
性
を
感
じ
て
い
る
の

で
、
次
期
総
合
計
画
で
の
位
置
付
け
に

つ
い
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

要
望　
丹
沢
山
地
の
景
観
を
阻
害
し
て

い
る
送
電
線
・
鉄
塔
の
地
中
化
を
東
京

電
力
に
促
す
こ
と
に
つ
い
て
も
、
庁
内

一
体
と
な
っ
て
対
応
し
て
ほ
し
い
。

問　
秦
野
駅
前
通
り
拡
幅
に
お
い
て
、

農
協
用
地
の
協
議
状
況
は
ど
の
よ
う
か
。

答
　
現
在
、
農
協
と
協
議
を
進
め
て
い

る
が
、
市
と
土
地
開
発
公
社
の
土
地
も

合
わ
せ
る
と
一
団
の
土
地
が
生
み
出
せ

る
た
め
、
ま
ち
づ
く
り
の
拠
点
と
し
て

整
備
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

要
望　
市
と
土
地
開
発
公
社
の
土
地
は
、

市
民
へ
の
負
担
を
優
先
せ
ず

行
政
も
努
力
す
る
べ
き

他
に
先
駆
け
、
電
線
類
の

地
中
化
・
無
電
柱
化
に
取
り
組
め

収
益
事
業
と
自
主
管
理
の
実
験
な
く
し
て

公
共
施
設
使
用
料
値
上
げ
な
し

国
の
交
付
金
を
活
用
し
て

小
児
医
療
費
助
成
年
齢
を
拡
大
せ
よ

新
た
な
市
債
の
発
行
を
抑
制
し

一
層
の
市
債
残
高
縮
減
を
図
れ

水無川風の道構想の対象地区

他に先んじて無電柱化の計画を

待機児童ゼロ対策は（写真は渋沢保育園）

公共施設のネーミングライツの導入を

救急車の出動基準は

＜６月定例会で審議した議案等の議決結果＞
議 案 等 番 号 議　案　等　名 議 決 結 果

議 案 第 27 号 秦野市いじめ問題対策調査委員会及び秦野市いじめ問題再調査会条例
を制定することについて

原 案 可 決
（賛成多数）

議 案 第 28 号 秦野市特別職職員の給与等に関する条例及び秦野市職員の退職手当に
関する条例の一部を改正することについて

原 案 可 決
（賛成全員）

議 案 第 29 号 秦野市介護保険条例の一部を改正することについて 原 案 可 決
（賛成全員）

議 案 第 30 号 秦野市建築基準条例の一部を改正することについて 原 案 可 決
（賛成全員）

議 案 第 31 号 動産の取得について（消防ポンプ自動車の購入） 原 案 可 決
（賛成全員）

議 案 第 32 号 動産の取得について（消防救急デジタル無線等の購入） 原 案 可 決
（賛成全員）

議 案 第 33 号 工事委託に関する協定の締結について 原 案 可 決
（賛成全員）

議 案 第 34 号 専決処分の承認について（秦野市市税条例等の一部改正） 承 認
（賛成全員）

議 案 第 35 号 専決処分の承認について（秦野市特定教育・保育及び特定地域型保育
の利用者負担額等を定める条例の一部改正）

承 認
（賛成全員）

議 案 第 36 号 専決処分の承認について（秦野市国民健康保険税条例の一部改正） 承 認
（賛成全員）

議 案 第 37 号 市道の認定について 原 案 可 決
（賛成全員）

議 案 第 38 号 市道の変更について 原 案 可 決
（賛成全員）

議 案 第 39 号 平成 27 年度秦野市一般会計補正予算（第１号）を定めることについて 原 案 可 決
（賛成全員）

議 案 第 40 号 平成 27 年度秦野市介護保険事業特別会計補正予算（第１号）を定め
ることについて

原 案 可 決
（賛成全員）

報 告 第 3 号 平成 26 年度秦野市一般会計継続費繰越計算書 報 告

報 告 第 4 号 平成 26 年度秦野市一般会計繰越明許費繰越計算書 報 告

報 告 第 5 号 平成 26 年度秦野市一般会計事故繰越し繰越計算書 報 告

報 告 第 6 号 平成 26 年度秦野市下水道事業特別会計継続費繰越計算書 報 告

報 告 第 7 号 平成 26 年度秦野市下水道事業特別会計繰越明許費繰越計算書 報 告

報 告 第 8 号 秦野市土地開発公社の経営状況について 報 告

報 告 第 9 号 公益財団法人秦野市スポーツ振興財団の経営状況について 報 告

報 告 第 10 号 一般財団法人秦野市学校保全公社の経営状況について 報 告

報 告 第 11 号 専決処分の報告について（交通事故に係る損害賠償） 報 告

議提議案第２号 「慰安婦問題」 に関する適切な対応を求める意見書の提出について 原 案 可 決
（賛成多数）

議提議案第３号 少人数学級の実現、教育予算の増額、義務教育費国庫負担制度の堅持・
拡充を求める意見書の提出について

原 案 可 決
（賛成多数）

委員会提出議案第２号 秦野市議会委員会条例の一部を改正することについて 原 案 可 決
（賛成全員）

委員会提出議案第３号 神奈川県最低賃金の改定等に関する意見書の提出について 原 案 可 決
（賛成多数）

９月定例会の日程は、９月10日に現在の議員の任期が終了するため、任期開始後に決定をします。
日程は決まり次第、公共施設に掲示するほか、議会ホームページなどでもお知らせします。

９月定例会のお知らせ


